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文
化
史
螢
展
の
過
程
安
こ
秀
私
は
い
ま
ヨ
ム
ト
の
學
読
が
校
生
す
る
に
至
つ
た
経
路
を
叙
述
す
べ
き
時
を
有
た
な
い
。
私
は
こ
ヽ
に
は
只
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
を
記
述
す
べ
き
階
段
と
し
て
〓
ム
ト
の
學
識
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ク
グ
ス
ト
・
〓
ム
ト
（
妥
伊
活
卜
卓
増
４
呂
ュ
ｏ
町
蚤
】８
ｒ
沼
受
浄宅
ｏ
ｏ
ユ
●
ミ
秘
―
嵩
当
）
の
科
學
的
祀
令
學
の
根
抵
と
そ
の
歴
史
哲
晏
と
に
開
す
る
要
領
は
、
彼
の
不
活
の
作
物
な
る
配
曇
配
哲
學
階
梯
七
］ｏ
年冴
計
晴
】と
ｏＤ宅
一旨
申ニ
ュ
【
八
窮
巻
―
島
）
及
び
「
賃
護
的
精
加
に
開
す
る
論
議
」
豆
こ
ｏ
留
言
母
草
Ｆ
】①
り
■
Ｆ
一
ｃ
粋
守
官
選
じ
に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
出
衆
る
が
、
殊
に
紀
元
一
八
二
九
年
に
現
れ
た
前
書
の
第
四
を
は
最
重
要
な
も
の
で
、
彼
は
此
の
作
物
の
中
に
、
彼
の
蔵
含
科
卑
の
根
抵
と
歴
史
哲
撃
の
要
領
を
述
、へ
て
ゐ
る
。
彼
は
先
づ
何
が
荘
含
生
活
校
展
の
係
件
で
あ
る
か
ュ
ュ
”宅
縁
ｏｏ重
ｏ
ま
た
そ
れ
ら
の
何
れ
が
泄
含
雅
展
上
に
重
大
な
勢
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
？
軍
ュ
宅
ｏ
碧
ｏ一↑ギ丁
を
研
究
し
、
結
局
理
性
卓や斉
と
が
泄
舎
稜
展
の
中
心
勢
力
で
あ
う
、文
化
の
進
歩
に
件
ひ
威
覺
的
本
能
、想
文
化
史
竣
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
九
/Jヽ
雄
文
化
史
妥
震
の
過
程
小
林
秀
雄
）
三
二
〇
侯
↓
熱
情
等
（ヽ）Ｅ
生
岳
コ
亀
命
ユ
々
密
は
之
に
よ
つ
て
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
が
、
同
時
に
他
の
要
件
の
勢
力
を
看
過
せ
ず
、
ま
た
そ
の
債
値
を
雪
重
し
て
、
人
間
乱
含
の
撫
獲
展
は
佃
々
の
民
族
の
智
的
教
育
の
階
段
に
よ
つ
て
決
定
さ
る
べ
さ
も
の
で
あ
る
と
い
去
結
論
に
進
し
た
。
か
く
て
彼
は
歴
史
を
大
初
し
て
、
こ
の
教
育
は
三
つ
の
階
段
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
を
校
見
し
た
。
即
ち
英
一
は
那
學
的
、
或
は
樽
識
的
思
考
階
段
で
あ
つ
て
、
人
間
が
安
だ
著
し
く
想
像
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
居
つ
て
、
主
と
し
て
そ
の
周
目
の
現
象
を
ぼ
多
少
超
自
然
的
勢
力
の
働
作
で
あ
る
と
し
て
識
明
し
て
ゐ
る
。
其
二
は
形
而
上
的
、
或
は
抽
象
的
思
考
階
段
で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
抽
象
的
理
想
、
安
在
論
、
究
局
原
因
等
に
よ
つ
て
総
て
の
現
象
を
読
明
し
て
ゐ
る
。
英
三
は
科
畢
的
、
或
は
安
護
的
思
考
階
段
で
あ
つ
て
、
正
確
な
科
學
的
な
研
究
法
の
助
力
に
　
・
よ
つ
て
賃
際
現
象
の
■
に
行
は
れ
る
一
切
の
法
則
を
認
識
し
、
且
つ
之
を
一
般
法
則
に
導
く
に
勉
あ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
天
才
的
態
度
を
以
て
、
此
等
の
各
階
級
に
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
考
法
に
よ
う
、
総
て
の
荘
合
開
係
、
即
ち
宗
教
的
、
道
徳
的
、
経
済
的
開
係
が
構
成
さ
れ
、
ま
た
之
に
應
じ
て
塑
化
さ
れ
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
し
、
第
一
階
段
に
あ
つ
て
は
、
刑
學
、
事
制
政
治
、
軍
国
主
義
、
第
二
階
段
に
あ
つ
て
は
封
楚
制
度
、
立
憲
組
織
及
び
中
世
後
牛
期
と
新
時
代
と
の
過
渡
的
状
態
、
第
二
階
段
に
あ
つ
て
は
、
科
學
的
政
治
及
び
科
學
的
産
業
を
見
る
と
い
去
て
居
め
、
ま
た
智
識
上
の
研
究
も
之
と
歩
調
を
同
う
し
〓
変
化
す
る
も
の
で
、
即
ち
先
づ
数
畢
、
次
に
は
天
文
畢
、
物
理
學
、
化
學
、
生
物
學
、
最
後
は
荘
含
學
及
び
歴
史
畢
が
生
ず
る
と
い
ム
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
は
こ
の
成
含
寧
及
び
そ
の
動
的
の
部
分
モ
停
，
ぴ
守
言
ュ
宅
ｏ
と
し
て
歴
史
を
賛
護
科
掌
た
ら
し
む
る
こ
と
が
、
最
重
要
な
阿
追
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
囲
家
及
び
荘
合
に
於
け
る
現
象
を
以
て
い
機
庭
残
一
般
法
則
に
基
づ
て
動
い
て
ゐ
る
連
績
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
群
し
、
他
の
歴
史
記
述
に
見
る
が
如
さ
記
逃
的
の
も
の
で
な
く
し
て
長
に
科
學
的
の
も
の
た
ら
し
め
ん
と
企
て
た
。
彼
の
校
見
し
た
怨
力
的
駿
展
の
三
つ
の
階
段
の
順
列
は
、
こ
の
意
味
に
於
て
歴
史
の
根
本
原
則
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ョ
ム
ト
は
決
し
て
唯
物
論
著
で
は
な
い
。
少
く
と
も
生
物
學
的
唯
物
論
著
で
な
い
。
彼
は
紹
て
の
戒
含
現
象
を
単
純
に
出
然
史
の
縫
績
で
あ
る
と
見
て
、
之
を
生
物
學
に
よ
つ
て
説
明
す
る
こ
と
の
談
書
な
る
こ
と
を
高
調
し
て
居
う
、
ま
た
泄
含
範
岡
に
は
人
間
の
紹
て
の
動
物
的
方
面
を
決
定
す
る
生
物
學
的
要
件
以
外
に
、
幾
多
の
異
れ
る
要
件
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
、
之
に
よ
つ
て
荘
含
學
を
科
學
と
し
て
生
物
學
の
上
に
位
せ
し
め
て
ゐ
る
。
彼
９
泄
含
學
は
勿
論
そ
の
狙
特
の
法
則
を
有
し
、
こ
の
荘
含
法
則
な
る
も
の
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
、
成
含
獲
展
を
生
ぜ
し
め
る
人
間
才
能
は
何
庭
よ
う
末
る
か
に
つ
い
て
は
形
而
學
的
説
明
を
排
斥
し
、
紹
て
の
認
識
を
人
事
貧
英
物
の
外
的
棚
粂
ょ
う
得
る
に
勉
め
、
戒
含
心
理
學
的
に
考
祭
す
る
こ
と
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
認
め
て
ゐ
る
。
彼
は
こ
の
鞘
よ
う
し
て
各
種
の
文
化
時
代
岸
８
暑
・
汁く
】挿
ュ
９
な
る
も
の
を
比
較
し
て
荘
含
運
動
の
篠
件
及
び
愛
化
を
説
明
す
る
異
安
な
る
科
撃
的
兄
解
を
構
成
し
、
且
つ
種
々
な
る
歴
史
的
特
殊
範
国
の
階
段
を
支
配
す
る
統
合
に
到
達
す
べ
き
比
較
的
歴
史
研
究
な
ｏ
Ｓ
ぎ
滸
≡
ゴ
ユ
宅
ｏ
８
薄
〕将
，
中
ぶ
【さ
を
研
究
し
、
か
く
て
英
結
果
と
し
て
歴
史
上
に
於
け
る
集
文
化
史
変
瓜
の
過
程
（
小
林
秀
雄
》
〓
一
一
一
一
文
化
史
竣
展
の
過
程
ハ
小
林
秀
雄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一き
ど
一
合
的
勢
力
に
電
き
を
置
き
、
個
人
勢
力
を
以
て
第
二
位
の
も
の
と
な
し
、
桐
人
勢
力
は
決
し
て
文
化
篠
件
及
び
そ
の
法
則
的
過
程
を
根
本
的
に
凌
更
し
得
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
如
何
な
る
天
才
た
い
へ
ど
も
人
類
精
前
の
組
殺
展
毎
密
●
】ｏ
号
ｏ
Ｅ
つ
ユ
８
】Ｆ
一付■
伊
Ｆ
、運
）【≡
ゴ
巨
こ
．
こ
に
徒
属
し
、
同
時
に
破
省
状
態
に
附
随
す
べ
さ
も
の
で
あ
う
、
そ
の
最
好
都
合
な
る
場
合
に
於
て
す
ら
、
そ
の
賃
現
の
分
量
と
種
類
と
を
愛
更
し
得
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
て
ゐ
る
。
か
く
て
ヨ
ム
ト
は
総
て
の
範
国
の
上
に
、
時
々
の
思
考
法
に
よ
つ
て
確
賃
に
決
定
さ
れ
た
文
化
時
代
に
於
け
る
駐
含
校
展
の
規
則
的
愛
化
を
考
へ
、
ま
た
同
時
に
具
面
目
に
最
初
の
駐
含
心
理
的
な
概
祭
を
建
設
し
て
、
之
を
賃
現
す
る
こ
と
を
考
へ
た
。　
ハ
イ
ン
ブ
ジ
と
・
マ
イ
エ
／
が
其
作
「
歴
史
的
認
識
」
呂
母
ュ
掛
ラ
王
Ｐ
Ｕ
転
鳴
己
計
一ユ
王
不
】呈
【母
一〓
〕
怪
吉
ム
て
ゐ
る
如
く
「
ヨ
ム
ト
の
荘
含
學
的
歴
見
観
祭
は
非
常
に
僅
少
な
、
且
つ
非
常
に
不
十
分
な
観
祭
事
賃
材
料
の
観
察
に
よ
る
急
速
な
抽
象
と
人
間
の
申
に
存
在
す
る
集
合
精
耐
に
開
す
る
持
久
性
に
乏
し
い
侵
定
と
に
基
づ
く
」
も
の
で
、
彼
は
こ
の
際
必
然
自
己
が
認
識
せ
ざ
う
し
偏
見
に
陥
る
べ
き
筈
で
あ
つ
た
が
、
彼
の
具
賃
な
歴
史
経
過
に
封
す
る
深
遠
な
る
智
識
が
彼
を
し
て
そ
の
思
想
を
究
局
ま
で
追
及
す
る
こ
と
を
通
店
せ
し
め
て
、
食
に
多
数
の
比
渡
の
人
々
が
陥
つ
て
ゐ
る
危
険
か
ら
免
れ
し
め
た
も
の
で
あ
う
、
賃
に
之
は
彼
に
取
つ
て
非
常
な
幸
雨
で
あ
つ
た
。
な
倭
マ
イ
エ
／
が
い
去
て
ゐ
る
如
く
「
こ
の
ノ
ラ
ン
ス
の
駐
含
學
の
靭
合
で
あ
る
人
間
及
び
個
々
の
民
族
の
歴
史
を
三
つ
の
階
段
及
び
之
を
補
足
し
て
ゐ
る
一
般
法
∽
岳
針
ュ
一
、
ｏ
升
８
与
ｏ
母
ひ富
な
る
狭
臨
な
る
形
式
中
に
抑
込
ま
た
と
す
る
努
力
が
、
今
日
も
な
ほ
全
然
沿
滅
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
殊
に
常
に
進
化
的
思
想
の
魔
力
が
有
力
に
働
い
て
居
つ
て
動
物
生
活
の
一
般
校
展
を
人
間
に
ま
で
追
及
し
て
、
こ
の
過
程
の
重
要
な
篠
件
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
全
贈
の
傾
向
ま
で
も
之
に
依
つ
て
決
定
せ
ん
と
す
る
學
読
の
結
論
を
ぼ
、
人
性
の
歴
史
的
駿
展
に
、
ま
た
そ
の
中
に
働
い
て
ゐ
る
勢
力
に
、
ま
た
そ
れ
が
取
め
、
或
は
取
る
ゃへ
さ
も
の
と
優
定
さ
れ
て
ゐ
る
進
行
に
も
期
待
し
て
ゐ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
り
」
そ
の
勢
力
の
侮
る
可
ら
ざ
る
こ
と
を
・
示
し
て
ゐ
る
。
賃
に
イ
ギ
ジ
ス
の
バ
ツ
ク
／
　
ｑ
白
】
】
月
一５
喜
ｐ
ｏ
田
〓一命
汗
ド
　
レ
ツ
キ
ー
，
　
メス
ト
〓
中吾
Ｐ
　
問
一
瑠
Ｐ
耳
〔
　
出
】
Ｆ
，
↑
Ｔ
》
伊
　
Ｆ
●
ｏ
汗
】
　
ノ
ラ
ン
ス
の
一／
１
，
ヌ
　
【
Ｈ
Ｏ
〓
．ｋ
≡
】
岸）（音
↑的
弓
曽“る
の
如
き
、
皆
其
遺
鉢
を
示
け
て
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
を
衣
け
て
文
化
史
上
の
劃
期
的
な
事
業
を
残
し
た
の
は
力
／
／
・
ラ
ム
メ
レ
ヒ
ト
で
あ
る
と
思
ム
。
然
し
ラ
ム
ガ
レ
Ｌ
卜
が
一
居
直
接
な
影
響
を
受
け
た
の
は
プ
ン
ト
で
あ
つ
て
、
彼
は
筆
ろ
ヴ
ン
ト
を
通
し
て
コ
ム
ト
の
質
護
主
義
を
飛
け
た
も
の
と
見
ら
れ
な
い
で
も
な
い
か
ら
ラ
ム
ブ
レ
Ｌ
卜
に
つ
い
て
考
ム
る
前
に
は
一
應
ブ
ン
ト
の
歴
史
触
祭
を
承
知
し
て
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
ふ
る
が
、
之
は
他
日
別
に
ブ
ン
ト
の
歴
史
理
論
を
菩
く
考
で
あ
る
か
ら
，
今
は
略
す
る
こ
と
ヽ
す
る
。
力
／
ヽ
・
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
【
・ユ
Ｊ
中置
寝
色
二
（覇
嵐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
の
歴
史
的
本
質
及
び
歴
史
記
述
に
開
す
る
意
見
は
彼
の
大
作
な
る
「
ド
イ
ツ
史
」
∪
ｃ”手
ｏ汀
Ω
令亀
計
】き
往
磐
一Ｉ
Ｓ
Ｓ
）に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
紀
元
一
八
九
一
文
化
史
後
展
の
過
程
（
小
林
み
雄
》
一
一二
十一
文
化
史
委
展
の
過
程
か
小
ホ
秀
雄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言
一四
年
以
水
本
書
十
二
容
と
追
加
三
を
と
を
出
し
、
石
主
前
時
代
か
ら
れ
元
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
彼
鯛
特
の
文
化
史
的
方
法
を
以
て
記
通
し
た
。
後
彼
は
夏
に
大
容
を
増
補
す
る
深
定
で
あ
つ
た
が
、
二
窓
だ
け
を
公
に
し
た
後
、
こ
の
世
を
去
つ
た
の
で
あ
る
。な
ほ
こ
の
大
作
の
外
に
彼
の
歴
史
意
見
を
知
る
べ
き
☆
多
の
小
論
文
が
あ
る
。
か
―
エ
ー
・
べ
／
ン
ハ
イ
ム
の
「
歴
史
研
究
法
」
ｐ
田
母
〓
Ｊ
】
Ｆ
Ｇ
▼
ゴ
３
伊
Ｆ「
一許
（（ュ
色
】母
〓
匙
】＆
ｏ
及
び
ノ
ジ
ー
ド
ノ
ツ
ヒ
・
ザ
イ
ノ
エ
／
卜
の
「
力
／
ル
・
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
の
歴
史
哲
學
に
開
す
る
論
一守
」
Ｆ
軍
Ｐ汗
げ
留
汗
二
．
じ
岳
探
庄命
挙
〓
≡
え
停
ユ
Ｆ
コ
】〕】
モ
ｏ
摯
斎
〇
命
登
許
】チ
子
一】ｏ
の
場
一計
等
の
書
に
よ
つ
て
、
彼
の
小
論
文
を
器
げ
て
兄
る
と
「
紀
元
十
四
世
紀
よ
う
同
十
八
世
紀
に
至
る
ド
イ
ツ
制
度
の
校
達
階
段
」
ョ
命
働
言
Ｆ
Ｉ
一
母
身
〕宮
こヽ
】母
く
ｏ
】
狩
４
一
長
そ
０
，一
者
ざ
汗
軍
】〕的
■
９
ヤ
岸
、
ご
チ
一
∽
告
色
〓
中】再
”
律
〇
二
・
（
均
ｃ
蜂
め
ｏ
一一Ｆ
Ｎ
・
（ざ
】】斎
ユ
メ
ロ
チ
古
●
Ｅ
．汗
命
二
”
的
中
Ｆ
Ｆ
Ｌ
弓
単
∝
岸
∞
ｏ
」
）
「
イ
ナ
マ
・
ス
テ
／
ネ
ツ
と
の
ド
イ
ツ
経
済
史
批
判
」
刃
樹
】
砂
【３
く
呂
内
・
ど
ｒ
吾
Ｆ
】
”
昏
守
誓
晋
】の
縄
の
電
Ｆ
己
〕き
た
・
盆
島
一掛
↑ｏ
（
ン
中■
▼
ゃ
Ｚ
ユ
〓
・
留
摯
】
置
ヽ
冨
韻
ヽ
工
／
べ
／
の
光
策
」
∪
丁
目
ｏ
】
島
ｏ
弄
命
Ｆ
田
モ
艶
（
Ｆ
百
鮮
①
澄
キ
〇
命
切
３
“
３
一ｐ
さ
弔
】■
章
Ｆ
内
警
湧
置
律
浄
，
母
ユ
β
】単
ユ
Ｐ
【
０
ざ
湧
韻
ヽ
見
學
の
現
在
の
位
置
」
望
ｏ
嶋
略
厚
ヨ
排
ュ
鳩
Ｆ
一婚
ら
母
ｏ
の
働
〓
宣
矛
ュ
の
奎
】む
魯
・津
（
Ｎ
許
ヨ
辞
岸
い
い
軽
０
「
歴
史
的
研
究
の
作
業
領
域
」
じ
鶴
卜
と
登
縄
３
Ｆ
ｍ
雲
ま
掌
晏
多
侵
円
ｏ
一
の
ｏ
ゴ
置
（
ゞ
汗
宮
】許
】
Ｐ
料
潔
ヽ
見
學
の
新
奮
両
派
」
卜
憲
宮
登
居
岳
力
一多
す
ｇ
端
ｓ
す
急
卓
ｏ
つ
と
津
軍
宅
雰
母
り摯
名
０
（
窮
潔
ヽ
夏
學
の
新
奮
雨
次
の
相
違
に
つ
い
て
」
ざ
】日
Ｇ
し
ご
＆
許
浄
ら
母
出
すｏ
登
Ｐ
雪
串
』
言
長
の
澪
口〕
舞
ざ
一】斎
】正
◆
臣
島
母
Ｑ
３
ｏ
〓
６
】】宕
メく
一あ
８
普
中Ｆ
辞
（
日
一ュ
ｏ
ュ
督
一石
Ｎ
●
【付君
げ
ユ
ｒ
『
ざ
岸
∞
ｏ
ｏ
）
「
ハ
ー
・
フ
イ
ン
ケ
瑠堤
博
彊
↓ギ
■ギ
≡≡
≡
≡―
！―
―
―
「一■
■―
―
―
―
一
の
ラ
ム
プ
レ
Ｌ
卜
の
記
述
に
よ
る
中
古
末
に
於
け
る
教
含
政
治
及
び
教
含
関
係
な
る
論
文
に
当
す
る
批
制
」
力
Ｎ
】字
一つ
】〕
生
●
与
　
∽
Ｃ
ｒ
ヽ
出ヽ
い　
中
】
・
　
樹
ま
し
汗
ｏ
Ｐ
・　
Ｈ
ｙ
ｏ
　
汗
一将
Ｇ
，
①
ヨ
弓
ｏ
ま
〔【
（
す
こ
】
　
宮
●
各
　
庁
」ヽ
ｏ
ゴ
】【６
ゴ
①
臣
　
メ
、
つ
，
ア
斗
Ｆ
臣
【切め
①
　
Ｎ
Ｆ
　
中０
　
釣
ｃ
　
（一ｏ
こ
ツ
吾
こ
母
訂
】・の
言
掛
ユ
母
Ｕ
単
〓
Ｄ
こ
軍
じ
∞
【
Ｌ
」毒
ウモ
●
多
Ｆ
抑
喜
ヽ
あ
ま
ヽ
（
∪
畳
さユ夢
ｏ
Ｎ
①
浄ホゆ
算
，
一持
や
Ｏ
〔な
ピ
亘
チ
吾
】
軍
押
あ
ま
―
将
〕
呂
岳
ｐ
十浄
Ｔ
ド
）
「
現
在
の
史
學
の
問
題
」
し
①
端
登
浄
】歩
乱
め
りｇ
生
二
】↑】Ｅ
】母
甲
多
Ｆ
臣
設
Ｈ
●
ツ略
【髯
や
ニ
ミ
許
毎
や
モ
ヽ
岸
鑑
ｅ
「
文
化
兄
と
は
何
を
」
＜
転
チ
↑
忠倉
】一ヨ
・に
命
の
島
宣
】庁
（
∪
登
い色
５
Ｎ
ユ
掛
」
碁
や
Ω
砲
登
〕宣
岳
〓
ぜ
軍
算
岸
】
務
穏
―
培
ヽ
歴
史
に
於
け
る
佃
性
、
観
念
及
び
寇
含
心
理
的
勢
力
」
ョ
（一打
キ
一暑
ユ
排
ド】
星
８
〓
み
啓
Ｎ
Ｅ
ｔ
めヽ
】計
●
ダ
ｏ
【
ヽ
ｐ
旨
≡
島
母
Ｏ
ｏ
働
身
Ｅ
番
（
ン
可
Ｆ
や
身
ユ
戸
∽
蔓
こ
秘
ヽ
あ
軍
ヽ
史
學
の
理
論
家
と
し
て
の
へ
／
ガ
／
及
び
カ
ン
ト
」
日
早
コ農
宣
亀
添
善
付
ｐ
ｒ
ど
戸
岳
付一Ｆ
】
和
，
〇
つ
と
許
一チ
ユ
の
警
Ｚ
ゴ
」
体
Ｃ
・ヤ〓
〓
や
ｚ
ユ
【戸
留
羊
】
３
ヽ
岸
喜
ど
「
史
學
的
論
争
の
轄
向
」
回
一居
享
】ｏ
ユ
雪
に
ま
Ｏ
ｏ
登
計
一チ
ヤ計
置
承
Ｆ
碁
Ｆ
す
Ｆ
留
】
●
一付
　
偲
・
軍
・爵
］
Ｐ
出
館
ご
「
宣
明
」
Ｅ
許
一普
喜
張
倉
と
勢
』
多
号
・
署
ヽ
務
喝
）
習
一
つ
の
論
争
文
」
Ｎ
だ
一
摯
】
●
ま
ｏ
軍
碁
ｏ
ス
冨
瑠
ヽ
主
學
戦
の
結
果
」
淳）
母
卜
ｓ
∽
醤
長
ａ
ａ
端
圭
計
〕チ
ユ
コの
ｃ
ｓ
の
３
中
曇
Ｅ
軍
〕
月
コ
だ
）雰
億
許
を
沖
Ю
ギ
嵩
将
ヽ
経
僻
」
倒
モ
事
∞
億
許
喜
辞
遵
】
務
秘
）
「
歴
史
教
育
に
開
す
る
近
代
的
要
求
に
つ
い
て
の
書
状
交
換
」
口
，
一Ｌ
ンく
怠
デ
Ｌ
壁
）電
・
５
浄
置
つ
均
身
（コ母
一喜
曙
臣
ｐ
〓
毎
ョ
　
〇
つ
ｏ
ゴ
夢
≡鶏
ユ
岳
屯
中多
↑
（
Ｚ
星
①
七
ｐ
吾
ゴ
　
ヽ
・
↑
　
腐
一ｐ
解
卜
〓
斗
・
と
ユ
一縄
長
詳
あ
滉
）
「
ド
イ
ツ
史
學
の
機
展
階
段
に
つ
い
て
」
ｑ
・
げ
】
ュ
ざ
田
子
く
王
々
軍
）塩
手
卒
じ
争
弔
（ゴ
チ
ｃ
言
序
Ω
雲
ま
３
方
く
ｔ密
呂
の
ｏ
軍
旨
（
Ｎ
告
色
手
、
，
容
】Ｆ
電
坤
切
３
・
ｐ
一
密
せ
「
ド
イ
ジ
史
學
の
機
凝
」
し
ざ
文
化
史
技
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
三
二
五
韻
瑠
堪
理
梶
”】亮
要
■
文
化
史
塗
展
の
過
程
（
小
ホ
秀
雄
）
一
一
一
一六
出
ユ
乱
津
軍
・長
島
颯
釣
昼
一宮
ｇ
ｓ
Ω
Ｑ
∽
３
ざ
一チ
ユ
リ
叫星
Ｄ
野
乳
Ｆ
斉
一野
多
臣
一王
〕
の
ｏ
Ｆ
日
梶
伊
〓
の
よ
基
▼
＞
一一培
】Ｆ
Ｎ
ド
じ
コ
ｏ
干
Ｚ
ｒ
鶴
吾
Ｈ
Ｐ
い
程
ヽ
べ
ｒ
ｌ
の
歴
史
研
究
な
」
Ｕ
丁
軍
し
オ
ユ
と
こ
〓
登
）登
ｏ
伊
ヽ
日
の
こ
】
さ
算
口
の
申〇
〓
官
∞
思
ヽ
現
在
の
史
學
的
解
群
の
中
心
鞘
」
翌
①
Ａ
呂
〕壇
爵
付
計
】
端
邑
計
】チ
ユ
め琶
あ
勢
名
↑Ｆ
】】母
日
ｒ守
やの
【
雪
い
魯
ヽ
Ｑ
の
端
一宅
電
一
（
ざ
ま
多
Ｆ
卜
で
ｏ
【中
】
ユ
酵
申
Ｆ
器
思
ヽ
史
學
問
題
の
解
群
上
の
愛
化
」
＜
や
ュ
】雷
性
巨
計
，
身
亀
申
Ｄ
ロ
ユ
覗
毎
母
卜
ｏ
貯
争
母
伊
ヽ
Ω
ｏ
己
旨
】許
ユ
め
奎
逐
】
名
付
ミ
津
己
軍
持
の
革
ｐ
ゴ
訴
・
母
ヽ
経
毬
ヽ
カ
ー
・
ノ
ジ
カ
ー
ト
の
自
然
科
學
的
勧
合
構
成
の
限
界
の
批
判
」
審
Ｎ
ｏ
・】Ｄ
ゴ
ニ
Ｐ
日
・
コ
浄
「単
】
〇
ヽ
ｏ
思
留
伊
」
唇
一宅
ユ
ネる
じ
ｏ
３
・
田
提
＆
デ
｝）中軍
申還
（
Ｐ
ざ
Ｆ
ポ
・号
コ
】
戸
岸
培
Ｐ
軍
‘・
や
ヽ
ド
イ
ジ
に
於
け
る
歴
史
研
究
法
」
Ｆ
コ
電
豊
０
ざ
三
り
↑ｏ
，
一ゼ
Ｏ
ｇ
卜
言
日
棋
思
（
刃
留
意
伊
Ｄ電
命
一〕ф
落
〓
め
ご
占
魯
Ｆ
岸
ｇ
せ
「
文
化
史
研
究
法
」
∪
Ｆ
腐
・津
卓
多
ｒ
ｏ
許
ｏ
言
呂
岳
】岳
ｏ
宿
署
０
「
ド
イ
ツ
の
最
近
の
過
去
」
邸
弓
苫
た
の
ご
】
く
命
草増
涙
母
汀
Ｆ
押
デ
】
―
即
↑
８
や
ｉ
Ｃ
「
歴
史
の
統
合
と
歴
史
的
及
び
心
理
的
法
則
に
つ
い
て
」
電
ｏ
す
母
魯
Ｆ
田
縄
ユ
職
免
母
Ｑ
命
り
諄
巨
き
毎
星
律
ｇ
，
ま
の
命ｏ
許
ｃ
Ｆ
Ｅ
乙
モ
ｏ苫
ぎ
一長
ぎ
Ｆ
ｏ
命
乱
さ
（
Ｆ
】〕ュ
ｏ
，
争
卓
Ｚ
摯
一
電
子
中】ｏ
Ｄ
母
】浄
用
Ｐ
Ｓ
需
ヽ
近
代
夏
畢
」
〓
ｏ
生
ｇ
応
Ω
〔
色
旨
】チ
■
旨
ｏ
ｒ岳
憲
津
官
苦
せ
「
世
界
史
的
研
究
法
に
つ
い
て
」
Ｎ
電
〓
】
【君
ヽ
切
ｐ
一塊
登
計
一ユ
ご
】冒
夕
も
ｏ
いゴ
登
ｏ
多
一】ま
長
（
卜
軍
喜
（Ｆ
【梶
母
（冨
＆
ｃ】】静
３
骨
卜
軍
（ゴ
厚
伊
伊
鳴
電
中酸
警
Ｐ邑
ミ
さ
い
が
岸
８
Ｐ
ｚ
・
・
ゃ
ヽ
歴
史
研
究
法
及
び
歴
史
的
、
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
的
教
育
」
■
ｒ
・）チ
ｏ
訂
電
登
】監
ｏ
毎
第
Ｅ
摯
ま
己
】，許
登
・
申ｇ
一色
電
ｑ
手
と
こ
卜
↑
ま
せ
「
高
一等
學
稜
改
革
に
開
す
る
二
つ
の
演
説
」
Ｎ
吾
一　
”
・
（「母
Ｎ
電
　
Ｅ
ｏ
ｏ
一こ
ゴ
】【
〇
ず
喜
（
必
Ｓ
）
「
歴
史
的
恐
考
の
概
読
」
問
一”
【
肇
こ
反
杵，
針
”
】許
ギ
ュ
ｏ
訂
”
∪
・
津
母
（
コ
ゴ
・ｏ
■
ｏ
こ
壁
〕増
・
摯
ヽ
Ｑ
ｏ
と
Ｆ
野
Ｆ
癸
堵
に
言
”
単
属
モ
】
Ｆ
二
）Ｎ
Ｆ
浄
置
ど
「
ド
イ
ツ
の
最
近
の
過
去
及
び
現
在
の
歴
史
」
じ
ｏ
一言
ｏ
ｇ
Ｑ
ｏ
＆
許
げ
青
急
】
旨
正
Ｄ
↑患
く
ｏ
】
磐
混
ｏ
掛
ｏ
ｒ
宮
島
ｏ
や塩
一者
伊
二
官
貿
ざ
「
れ
元
一
七
五
〇
―
一
九
一
四
年
間
の
ド
イ
ツ
の
勃
興
」
∪
留
蒼
汀
・
卜
再
Ｆ
中置
岸ざ
ｏ
ｌ
Ｅ
Ｆ
食
貿
じ
等
が
あ
る
が
雑
誌
類
は
容
易
に
手
に
入
う
か
ね
る
の
で
、
今
は
主
と
し
て
竪
行
さ
れ
て
居
る
も
の
、
ま
た
手
許
に
あ
る
小
数
の
雑
誌
に
よ
る
こ
と
と
し
た
ｏ
序
に
こ
ゝ
に
ラ
ム
メ
レ
ヒ
ト
研
究
者
の
使
宜
の
究
に
、
前
記
の
二
書
に
よ
つ
て
、
彼
に
開
す
る
反
卦
論
文
及
び
批
判
論
文
を
碁
げ
て
澄
く
こ
と
ヽ
す
る
。
之
に
は
ベ
ロ
ー
の
「
ラ
ム
ノ
ン
Ｌ
卜
の
ド
イ
ツ
史
第
一―
三
容
の
批
制
」
や
く
・
田
隼
）Ｆ
　
刃
熙
母
∽
一ｏ
，
　
く
つ
臣
　
口
喜
ど
申さ
３
伊
　
Ｕ
岳
｛の
３
母
〇
縁
身
砥
】
Ｆ
　
田
島
　
ト
ー
野
　
（
呂
〓
　
Ｎ
ｏ
中
いめ
３
Ｆ
　
ヽ
ｒ
樹
醤
）
マ
ツ
ク
ス
・
レ
ー
マ
ン
の
「
ラ
イ
メ
チ
ツ
ヒ
就
任
演
読
」
胃
ф
浮
Ｆ
ｏ
一喜
営
Ｆ
Ｆ
ユ
）Ｎ
一端
】
卜
Ｓ
ま
雰
雲
ざ
窓
岳
＆
軍
、
・
え
一≡
・】淀
ｏ
と
■
ド
淳
磐
じ
　
ノ
ノ
ー
ド
ノ
ツ
と
ｏ
ア
ノ
の
「
史
學
に
於
け
る
唯
物
主
義
の
優
入
」
明
■
符
釣
ユ
（浄
〓ヽ
】
】
∪
ｏ【
問
一じ
一】
・一ｏ
Ｆ
島
・∽
ツ
～
ユ
α
・】ユ
肝
臣
卓
口
■
】
偽
村
】
費
吾
【ｏ
ユ
切ｏ
一５
吾
メく
ｒ
働口
】留
軍
孔
汀
臣
円
る
・
秘
，
虫
ユ
〓
Ｆ
蟹
ヽ
窮
ま
）
エ
ノ
・
ジ
ハ
フ
ア
１
／
の
「
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
の
ド
イ
ツ
史
第
四
各
批
制
」
弓
・
コ
・
算
室
予
刃
の
ど
，コ軍
″
暑
の
用
く
・
望
″
さ
】〕
Ｆ
・
コ
∪
・
・「蒼
一】記
の
Ｐ
】許
】き
（
∪
つ
・・ゴ
言
Ｆ
亨
】
争
憲
ｏ
一
ぼ
猛
ヨ
）
べ
ｒ
ｌ
の
「
ラ
ム
メ
ン
ヒ
ト
の
工
／
ぺ
／
の
光
突
の
批
判
」
刃
ぷ
一】∽
ゴ
ー
コ９
卜
毎
チ
申
｛Ｎ
秘
さ
河
口
・島
モ
邑
ニ
ヘ８
村
円
●
巳
壁
矛
浄
ｂ
」
屯
島
↓〕
文
化
史
蚤
反
の
対
程
（
小
林
秀
雄
〕
三
二
七
文
化
史
炎
庭
の
過
程
〔
小
林
秀
雄
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
（軍
手
Ｎ
ユ
色
声
『ｐ
あ
ま
）
ハ
ー
・
ノ
イ
ン
ケ
の
「
力
／
／
ｏ
ラ
ム
ノ
レ
ヒ
ト
の
記
抗
一に
よ
る
中
古
末
の
教
含
政
治
的
及
び
教
含
的
醐
係
」
軍
唱
」
許
ｐ
∪
丁
八
一邑
｝ｏ
電
ユ
矛
ｏ
ゴ
母
Ｆ
島
【
一邑
”汗
一巨
】
く
ユ
品
す
雰
ｃ
Ｓ
ｓ
亀
貿
一，
ヱ
一
一
一
命
】
コ
】
↑
●
冴
≡
斉
ｒ
浄
ヽ
∪
亀
し
↑
●
Ｆ
一
一轟
内
岳
】
い
こ
モ
活
３
着
（
”
０
ド予
ρ
雪
，
ダ
一”
じ
多
Ｆ
や
●
】】
弓
一ｏ
■
卜
一
一ｐ
言
〕ヌ
汗
定
ヤ（ご
一亨
や
蚕
ユ
あ
増
”ｏ
Ｆ
卜
の
を
一）Ｆ
５
ご
刃
ｏヨ
あ
承
）
エ
ノ
・
マ
イ
ネ
ツ
ケ
の
紀
元
一
八
九
大
年
刊
未
水
誌
十
四
の
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
の
論
文
に
つ
い
て
の
注
意
）
「
∴
寓
３
】①
身
ｐ
Ｚ
登
Ｎ
↑
冨
，
コ
・
リ
ト
・酔
ｐ
斎
Ｐ
】
魯
，
Ｎ
″軍
孔
↑
正
】
嵩
温
（
Ｓ
ユ
Ｎ
魯
色
】・
・
「
Ｐ
昼
穏
）
同
氏
の
容
痛
問
雪
一島
・
，
雷
い
ａ
Ｆ
す
が
チ
ｏ
】軍
『
Ｆ
Ｅ
温
）
エ
ア
・
ラ
ハ
ノ
ア
１
／
の
「
経
済
的
論
新
か
ら
見
た
ド
／
ソ
史
」
軍
抑
・酔
か
一げ
ｒ
∪
暑
一己
再
〇
かま
一旨
一吾
て
（〓
メン
Ｆ
の
３
”
ご
二
こ
】
留
コ
ユ
・）客
軍
（
■
留
Ｄ破
Ｆ
汀
告
き
と
狩
言
一二
磐
母
同
人
の
フ
ア
ム
メ
レ
ヒ
ト
の
歴
史
の
新
奮
一雨
次
の
批
評
」
押
樹
庁】め
ま
・
ズ
ご
，
宇一】モ
】亀
矛
へヘト
憲
再
邑
Ｆ
ｃ
岳
刃
一多
↑営
増
毛
（
電
め
・】色
ユｏ
汀
野
一〕，
ｇ
・」汀
，
蟹
】
昼
穏
〕
同
氏
の
「
ラ
ム
メ
レ
ヒ
ト
の
ド
イ
ツ
史
第
五
容
批
詐
」
や
将
】】畝
一９
島
伝
く
。
野
ｒ
い
や
】
）モ
い
ｏ
一矛
∪
仁
雪
一＆
あ
Ｏ
ｃ色
浄
〕岳
（
煮
Ｆ
ぽ
丁
≡
Ｆ
孔
Ｆ
卜
０
き
【
Ｆ
Ｏ
つ
と
】主
矛
旨
【
ゆ
魯
雪
去
声
鷺
】
樹
潔
）
エ
ム
●
レ
ン
ツ
の
「
ラ
ム
ガ
レ
Ｌ
卜
の
ド
イ
ツ
史
第
五
窓
批
詐
」
〓
‘
ｇ
ミ
】
刃
の
Ｓ
，コ
ゴ
】
ズ
ヨ
寧
】つ〕寝
色
矛
Ｈ
）ｏ
〓
蒼
Ｆ
ｏ
雲
ま
多
Ｆ
く
車
十
（
コ
ゴ
ュ
登
る
ざ
雰
ｏ
一ユ
Ｆ
ギ
】
ぁ
涼
）
エ
ア
・
ラ
ハ
ノ
ア
１
／
の
「
集
合
派
史
學
の
原
理
に
つ
い
て
」
Ｃ
ｏ
げ
ｅ
急
ｏ
週
〕め
（），
ざ
酔
こ
府
島
岸
命王
登
笠
登
″
ｏ
妥
ま
３
チ
〓
チ
淫
活
ゴ
津
（
ン
す
ヨ
浄
母
旨
母
身
”ユ
暑
申
】
８
５
ｇ
ユ
ｏ
置
一
∽
汐
訴
↑
芹
Ｈ
磐
ど
オ
ー
・
ヒ
／
ジ
エ
の
「
個
人
主
義
及
び
尖
谷
主
義
史
概
」
ｐ
目
一】持
゛
Ｇ
ｏ
ご
費
≡
島
【車
一憲
Ｆ
許
ｃ
言
ギ
ユ
汗
登
津
一■
済
吾
汀
Ｑ
〔
登
旨
一矛
，
営
、
掛
Ｂ
還
（
日
要
母
色ヽ
こ
Ｎ
蜂
邑
ユ
魯
『
ｐ
卜
磐
ｄ
ダ
ー
・
シ
ニ
ー
レ
／
の
「
ラ
ム
ブ
レ
」
卜
の
ド
イ
ツ
見
」
●
・
砲
Ｏ
】】〓
・中つ
】
・
】
】
持
」や
ヨ
】ｔ
）】
●
◆
ゴ
【の
　
日）
命
Ｆ
↑の
Ｏ
ｒ
Ｃ
　
（平
命
め
Ｇ
】〕̈
ｏ
ま
■
〇
　
（
Ｈヽ
」酸
↑Ｃ
【・“Ｃ
〇
一〕ｏ
こ
　
』
簿
】
ヽ
げ
車
〇
】】
ａ
ｏ
」
　
（〕
０
弔【
●
ユ
嶋
①
”
〇
一一立ｏ
ま
脚
ヽ
い　
卜
∞
０
「
）　
　
ニ
ア
・
マ
イ
ネ
ツ
ケ
の
配
狩
明
」
早
・ユ
魯
星
這
（
呂
〓
ｏ
】
“色
富
「
ユ
チ
居
ゴ
料
ち
冨
瑠
）
ハ
ー
・
方
／
ケ
ン
の
「
最
近
ド
イ
ジ
歴
史
記
述
の
史
料
解
剖
に
つ
い
て
」
料
ム
）
Ｅ
許
命
ざ
Ｎ
電
ｐ
后
手
富
軍
】ｋ
る
ヨ
登
の
■
】ュ
母
旨
Ｆ
いの
津
母
Ｏ
ｏ
登
旨
中許
？
ｏ
手
島
）宮
∞
（
軍
戸
ユ
己
〕ｑ
ン
】ユ
）津
一石
」
磐
ヽ
沖
磐
じ
）
ハ
ー
・
ノ
イ
ン
ケ
の
「
雅
生
的
及
び
行
侶
的
歴
史
観
祭
」
Ｆ
均
μ
活
汀
ヽ
Ｏ
暑
＆
邑
５
宮
登
【
一一ま
肝
伊
丁
ｏ
′啓
一計
】矛
曇
、掛
の
切軍
磯
官
磐
ど
デ
／
ダ
ノ
ユ
ツ
ク
の
「
未
水
」
誌
上
の
論
文
円
・
じ
ｃ
一軍
↑
津
）
野
津
ヨ
】
辞
ゆ
ゆ
宮
亀
Ю
ｐ
　
Ｈ
磐
ぜ
　
マ
ツ
ク
ス
・
レ
ン
ツ
の
「
史
畠
十
雑
誌
」
上
の
論
文
　
ツ
多
図
「
雪ヽ
ぶ
日
〓
９
【る
言
Ｎ
ｏ
一いの
３
年
中狩
∞
ｐ
岸
∞
潔
・
ハ
ー
・
オ
ン
ケ
ン
の
「
ラ
ム
メ
レ
ヒ
ト
難
神護
」
呂
・
〇
患
府
留
】
Ｆ
津
一ヽ
■
（ュ
ニ
く
ｏ
時
ュ
島
一∞
ｇ
具
届
濫
）
ダ
ー
・
フ
オ
ン
・
ベ
ロ
ー
の
「
新
歴
史
研
究
法
」
冒
（〕
呂
宕
王
じ
一ｃ
ヽ
一＆
５
吾
亀
雲
ざ
（
呂
ｇ
ｏ
卜「淳
登
５
さ
↓
ｇ
子
碁
∞
ｒ
器
樹
）
同
人
の
「
ラ
ム
メ
ン
」
卜
の
ベ
ロ
ー
の
歴
史
研
究
法
に
つ
い
て
に
答
へ
て
」
回
ヽ
吾
．急
差
還
望
やヽ
　
口
Ｐ
Ｓ
ｔ
岩
ｏ
】ふ
　
＞
一一Ｆ
・
雨
　
へ（じ
村
　
田
済
↑母
出
こ
Ｇ
】ふ
　
岳
ｏ
多
（）（丁
　
（一密
　
呂
Ｑ
【
臣
　
Ｏ
や
く
ｃ
Ｆ
　
”
Ｑ
丁
者
４
　
（
∪
息
↑彼
３
ｏ
Ｆ
ざ
一
ф
命電
Ｎ
ｏ
ｇ
曙
【亨
冨
醤
）
及
び
同
人
の
史
學
雑
誌
上
の
同
種
の
論
文
打
Ｆ
ｏ
許
ｏ
汗
Ｎ
登
色
ユ
や
館
」
醤
ぜ
同
人
の
「
民
族
の
終
磨
的
強
展
の
原
則
に
つ
い
て
」
Ｃ
ｏ
げ
毘
弓
汗
（）【
，最
（「母
宅
〓
”
●
Ｆ
置
主
〕母
口
・，チ
一津
一喜
い
滸
句
く
０
一汀
ヽ
暑
章
↑
一ヽ
ユ
，
こ
Ｐ
）
工
‐
・
ベ
ル
／
ハ
イ
ム
の
「
近
代
史
學
」
や
観
ｏ
吾
】ユ
Ｆ
Ｊ
Ｉ
ｏ
一母
８
軍
の
一〇
ヽ
一ゼ
ｏ
巨
ｏ
浄
■
活
（
刃
呂
吾
毎
暑
①旨
【】命ゴ
は
な
も
旨
）
シ
エ
ー
・
フ
グ
ナ
ー
の
「
条
谷
次
的
史
観
の
問
題
に
つ
い
て
「
く
・
＜
縄
】
Ｆ
文
化
其
塗
展
の
過
程
（
小
林
秀
控
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
一言
一九
文
化
史
我
度
の
過
程
（
小
林
秀
雄
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
〇
甲
多
】ｏ
き
毎
母
内
≧
洋
（Ｔ
野
ぎ
汀
Ｆ
の
命
色
浄
げ
庁
訂
一督
多
↓ヨ
い
じ
ａ
ぬ
↑誌
ヨ
◆
ュ
か
メヽ
コ
玉
↑
基
せ
ベ
ー
フ
イ
ス
の
ラ
ム
ノ
ン
Ｌ
卜
の
歴
史
哲
學
」
的
・
電
ｏ
Ｆ
ヽ
Ｆ
弾
害
■
色
矛
ｏ
晏
ま
ｏ
一許
と
≡
切
導
Ｆ
庁
官
ｇ
ｅ
ア
ー
・
ク
ー
ネ
ン
ト
の
「
力
／
ル
・
ラ
ム
ガ
レ
と
卜
の
歴
史
論
に
関
す
る
論
争
」
＞
【
３
，臣
】ｒ
∪
電
り
さ
「
っ
Ｆ
Ｅ
臣
ぃ
ぼ
眼
命
色
浄
一チ
こ
．ｏ
培
Ｆ
色
ユ
一
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ど
】ｏ
登
命
Ｆ
月
・
口
中
ヨ
寝
邑
静
奮
ち
ｅ
ヨ
ツ
ト
・
ス
ピ
ー
ス
の
「
力
／
／
・
ラ
ム
メ
ン
Ｌ
卜
の
歴
史
哲
學
」
申
Ｐ
手
醇
じ
丁
曙
己
旨
げ
や
ｏ
し
一
】ｏ
の
宅
ゴ
村
さ
Ｆ
腐
申
二
Ｆ
や
ヨ
こ
●
多
芳
官
還
じ
及
び
ノ
ジ
ー
ド
ブ
ジ
と
ｏ
ザ
イ
ン
エ
／
卜
の
「
ラ
ム
ガ
レ
ヒ
ト
の
歴
史
哲
學
に
開
す
る
論
争
」
甲
一＆
汗
〕〕
留
一
命ヽ
二
じ
ざ
の
一卓
①
一さ
宮
ヨ
【
中
Ｌ
Ｆ
，
３
モ
ｏ
（津
”
ｏ
の
己
】一３
ゴ
ユ
Ｆ
つ
子
Ａ
Ｓ
ゞ
）等
の
も
の
が
あ
る
が
、
此
等
の
紹
て
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
な
い
。
ラ
ム
ノ
ン
と
卜
の
文
化
史
的
考
祭
が
賃
護
哲
撃
の
基
礎
の
上
に
存
す
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
。
只
乙
ヽ
に
之
が
一
般
賃
護
的
思
考
法
か
ら
出
た
も
の
が
、
或
は
ヨ
ム
ト
の
賃
護
哲
學
か
ら
出
た
も
の
か
と
い
去
こ
と
が
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。
彼
は
ミ
著
「
文
化
史
的
研
究
法
」
の
中
に
「
自
己
の
新
し
い
研
究
法
は
ヨ
ム
ト
の
思
想
を
歴
史
畢
的
作
業
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
去
疑
問
が
あ
る
が
、
こ
の
疑
間
に
当
し
て
は
べ
／
ン
か
イ
ム
が
言
去
て
ゐ
る
如
く
に
、
否
定
の
答
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
ヨ
ム
ト
と
の
意
識
的
な
、
直
接
な
関
係
が
存
し
な
い
こ
と
を
確
言
し
得
る
」
と
い
ム
て
吊
う
、ま
た
「
同
じ
時
代
の
同
様
な
精
碑
的
侵
定
で
、
か
ヽ
る
密
接
に
類
似
し
て
ゐ
る
方
法
が
新
に
鏑
立
し
て
獲
展
さ
れ
た
」
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。之
に
つ
い
て
エ
ー
・
べ
／
／
分
イ
ム
日
ヽ
母
呂
ツ汗
【３
の
著
「
歴
史
研
究
法
」
Ｆ
命訂
ゴ
身
許
【
〓
ｏいｏ■吾
汀
Ｆ
ス
①命ｇ
伊
を
見
る
と
、
之
に
「
こ
れ
は
勿
論
二
重
の
同
一
つ
ｏ
証
寝
〇
宅
ｏ
で
☆ギ
帽
項
彊
嘆
■
ヤ七だ
一堪
主
ド
ず
れ
一■
増
卓
卓
七
項
】
環
増
肯
損
理
慧
“
‐ｉｔ辞
ギ
ｒ
手
ち
ギ
ギ
「
「
あ
う
、
第
一
に
賃
護
主
義
は
ラ
ム
メ
レ
止
ド
以
前
二
代
の
間
存
在
し
て
居
つ
た
。
こ
の
期
念
を
自
分
で
知
ら
な
か
つ
た
か
ら
と
い
Ａ
て
、
新
に
之
を
獲
見
し
た
と
要
求
し
律
ら
れ
な
い
こ
と
は
ダ
／
ピ
エ
ス
ム
ス
を
今
日
ま
た
駿
見
し
た
と
い
ム
が
如
さ
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
ラ
ム
ノ
レ
ヒ
ト
が
考
ム
る
如
く
に
全
然
鶴
立
に
、
ま
た
純
粋
に
経
験
的
に
彼
の
主
要
思
想
を
獲
見
し
た
と
す
る
な
ら
ぼ
之
は
詐
衡
で
あ
る
。
彼
の
最
高
観
合
の
如
さ
種
類
の
抽
象
は
超
経
輸
的
な
基
本
観
察
な
し
に
は
全
然
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
吾
人
は
こ
の
基
本
秘
祭
が
根
本
的
に
賃
護
主
義
的
な
る
こ
と
を
知
る
。
今
は
直
接
に
コ
ム
ト
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
賃
護
主
義
者
た
う
得
る
の
は
、
無
数
の
人
が
曾
て
ダ
／
ど
ン
の
一
節
を
も
讀
む
こ
と
な
く
し
て
ダ
／
ピ
ン
主
義
者
た
る
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
ム
て
ゐ
る
が
更
に
「
吾
人
は
先
さ
に
如
何
に
種
々
な
る
道
を
通
つ
て
賃
護
主
義
の
精
印
が
欧
洲
文
學
に
移
つ
て
行
つ
た
か
を
逃
べ
た
。
シ
ー
ダ
ー
グ
レ
Ｑ
・
母
目
的
示
が
賃
護
主
義
は
そ
の
建
設
者
の
作
物
を
讃
む
こ
と
な
く
し
て
入
う
得
ぺ
さ
學
識
で
あ
る
と
い
ム
て
ゐ
る
が
、
之
は
特
に
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
正
営
で
あ
る
」
と
い
ム
て
居
る
。
然
し
ダ
ー
ダ
レ
の
詞
は
彼
の
時
代
の
如
魯
賃
護
主
義
が
非
常
な
勢
力
を
以
て
渡
ま
つ
て
ゐ
る
時
に
の
み
言
ひ
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
安
護
主
義
の
み
が
そ
の
建
設
者
の
作
物
を
讃
む
こ
と
な
く
し
て
入
う
得
る
學
識
で
あ
る
と
い
ム
理
由
は
甚
だ
漠
然
と
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
べ
／
／
分
イ
ム
の
言
の
如
く
特
に
ド
イ
ジ
に
於
て
正
営
で
あ
る
と
い
ム
こ
と
も
、
餘
う
に
勝
手
な
観
言
で
あ
る
と
思
ム
。
ト
レ
／
チ
の
如
魯
も
、
そ
の
著
「
歴
史
主
義
」
と
英
問
題
問
〕
ダ
ｏ
ｏ
野
夢
】
田
蒼
●
計
置
雰
宮
毎
∽
〕一思
可
】
ｏ
一津
臣
ヤ
の
中
に
「
ラ
ム
プ
レ
Ｌ
卜
自
身
は
常
に
賃
護
主
義
と
の
関
係
を
争
ム
て
ゐ
る
が
、
賃
際
さ
島
あ
事
賞
的
類
似
に
拘
ら
文
化
史
そ
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
一キ一ヰ二
一
文
化
里
塗
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
】
ず
、
之
と
は
全
く
没
交
渉
で
あ
り
、而
し
て
ヴ
ン
ト
を
通
し
て
の
張
い
影
響
は
夏
に
疑
を
容
れ
な
い
と
い
ム
て
居
う
、
彼
の
賃
護
主
義
は
ガ
ン
ト
を
通
し
て
移
さ
れ
た
も
の
で
ヨ
ム
ト
と
は
何
等
の
開
係
な
と
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
然
し
彼
は
更
に
コ
ム
ト
と
デ
ン
ト
と
の
開
係
に
つ
い
て
は
何
等
記
す
所
が
な
い
の
を
見
る
と
、
彼
も
べ
／
／
ハ
イ
ム
同
様
に
ヨ
ム
ト
の
ド
イ
ツ
に
於
け
る
影
響
を
否
認
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ぎ
る
を
得
な
い
。
勿
論
時
代
思
潮
の
経
路
を
制
然
た
ら
し
む
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、　
一
般
史
家
が
パ
ッ
ク
／
、
レ
ツ
キ
ー
共
他
の
イ
ギ
リ
ス
史
家
に
封
し
て
は
十
分
に
ヨ
ム
ト
の
影
響
を
認
め
な
が
ら
ド
イ
ツ
史
家
に
封
し
て
の
み
、
之
を
複
む
べ
さ
型
出
は
甚
だ
不
明
陳
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
思
想
家
が
切
に
ノ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と
の
間
に
障
壁
が
存
在
し
て
居
つ
て
之
が
負
護
主
義
の
潮
流
に
は
抵
抗
し
得
な
か
つ
た
が
、
ヨ
ム
ト
の
學
諭
の
侵
入
は
許
さ
な
か
つ
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
大
に
研
究
を
要
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
信
ず
る
。
命
ト
レ
／
チ
長
び
ロ
ー
ト
ア
ッ
ケ
／
の
「
精
沖
料
學
序
論
」
弓
ｏヽ単
色
】
ヨ
と
コ
ｏ
存
ゴ
ｃ
汀
）】）
里
円
】告
雪
帆
Ｆ
負
ｏ
ｏ
ｏ
ｒ
命
望
雰
留
色
，コ
伊
に
ラ
ム
ノ
ン
と
卜
と
ヨ
ム
ト
と
の
無
交
渉
な
る
こ
と
を
講
明
し
た
論
文
が
あ
る
と
い
ム
乙
と
で
あ
る
が
、
今
こ
の
書
を
一
讃
す
る
機
倉
を
行
な
い
の
で
、
之
は
他
日
に
譲
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い
が
、
多
分
先
き
の
ト
レ
／
チ
の
識
と
大
差
な
ど
も
の
と
見
て
宜
し
か
ら
う
と
思
メ
、。
私
は
先
づ
ラ
ン
ブ
レ
ピ
ト
に
つ
い
て
概
識
を
試
み
る
ぅ
ラ
み
ノ
ン
ヒ
ト
は
其
若
「
近
代
史
學
」
の
中
に
「
科
學
と
し
て
の
化
學
及
び
物
理
畢
の
封
象
が
時
代
経
過
に
属
す
る
以
上
は
、
之
を
歴
史
観
察
に
包
含
せ
ん
と
思
ム
」
と
い
ム
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
之
に
依
つ
て
彼
が
歴
史
の
封
象
と
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
は
陥
々
想
像
す
る
こ
と
が
出
一　
　
　
　
彊
衆
る
と
思
点
‘
ま
た
そ
の
「
ド
イ
ツ
史
」
の
序
文
に
「
ド
イ
ツ
史
の
中
の
物
質
的
及
び
構
那
的
校
展
力
の
相
互
的
成
果
を
識
明
し
、
物
質
的
及
び
精
郡
文
化
の
総
獲
展
の
統
一
的
基
礎
と
獲
展
階
段
を
指
示
す
る
長
面
日
な
る
試
を
翁
さ
ん
と
欲
す
る
」
と
あ
つ
て
、
彼
の
歴
史
の
目
的
の
那
邊
に
存
す
か
を
窺
ひ
得
る
。
な
ほ
彼
の
作
「
イ
ナ
マ
・
ス
チ
／
ネ
と
の
ド
イ
ツ
経
済
史
批
制
」
に
は
「
歴
史
は
過
去
を
制
定
し
、
同
胞
の
利
用
す
る
こ
と
を
お
水
に
教
去
る
こ
と
を
取
と
す
る
が
故
に
、
最
高
の
職
は
そ
れ
が
如
何
に
あ
つ
た
か
を
示
す
如
き
現
在
の
試
を
水
認
す
る
を
得
な
い
」
と
い
ム
て
居
つ
て
、
彼
は
ジ
ン
ケ
の
如
く
「
そ
れ
が
本
本
如
何
に
あ
つ
た
か
」
＜
伊
Ｆ
密
生
増
臣
豊
３
略
意
登
る
に
稿
足
せ
ず
し
て
「
そ
れ
が
本
本
如
何
に
な
つ
た
か
」
〓
討
済
命
ａ
ｏ↓幡
ｏ
阜
酔
氏
つ吾
登
岳
や
を
知
ら
し
む
る
に
あ
つ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
彼
は
賃
に
歴
史
を
以
て
純
正
な
る
科
學
、
即
ち
賃
際
に
人
間
精
神
の
働
作
を
取
扱
ム
も
の
と
な
し
、　
一
般
科
峯
の
封
象
た
る
物
質
的
本
贈
及
び
そ
の
法
則
を
之
に
包
含
せ
し
あ
ん
と
は
考
へ
な
い
が
、
此
等
の
も
の
が
そ
の
関
係
上
時
代
経
過
に
徒
局
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
紹
て
の
生
活
表
現
、
少
く
と
も
人
間
の
精
郡
に
入
う
込
み
、
ま
た
人
間
の
精
耐
か
ら
出
づ
る
も
の
、
即
ち
自
然
、
若
く
は
之
よ
う
も
夏
に
大
な
る
闘
係
に
あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
時
代
湖
流
に
干
典
す
る
も
の
と
認
あ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
之
は
是
非
と
も
歴
史
記
述
か
ら
遠
ざ
け
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
ム
の
で
あ
る
。
両
し
て
人
間
的
綾
展
、或
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、紹
て
人
類
の
空
化
な
る
も
の
は
、
そ
の
働
作
の
終
贈
、
之
よ
う
生
ず
る
状
態
、
ま
た
両
者
の
時
代
的
連
績
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
は
人
間
の
精
神
的
生
活
強
展
の
記
逃
た
る
べ
き
、
之
が
文
化
史
で
あ
る
と
考
へ、た
。
彼
は
歴
史
を
科
文
化
史
費
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
キ一
〓
一
キ一
三
二
四
文
化
足
塗
災
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
學
の
列
に
高
め
た
と
す
る
に
管
つ
て
、
歴
史
の
事
賃
が
十
分
正
確
に
決
定
さ
れ
て
居
ら
ず
、
事
賃
が
全
く
疎
野
で
あ
ｔ
、
形
式
の
な
い
集
田
で
あ
り
、
之
が
研
究
に
よ
つ
て
跡
く
科
學
を
生
ず
べ
き
も
の
と
考
へ
た
が
、
彼
に
は
古
い
ダ
ラ
ト
ン
的
、
ア
ジ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
偏
見
が
存
在
し
て
居
つ
て
、　
一
般
科
學
の
認
識
と
い
ム
思
想
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
、
科
學
的
歴
史
家
に
封
し
て
事
賃
材
料
の
中
に
正
則
、
典
型
及
び
法
則
を
求
め
し
め
ん
と
し
た
。
而
し
て
彼
は
個
的
歴
史
親
奔
を
排
し
之
を
以
て
単
に
藝
術
的
捕
提
を
飛
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
集
合
的
歴
史
靭
察
の
地
上
に
立
つ
た
角
に
、
そ
の
歴
史
的
科
學
的
方
法
は
比
較
期
祭
的
抽
象
に
よ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
の
方
法
で
進
ん
だ
結
果
は
、
時
代
の
諸
庭
に
同
一
な
文
化
階
段
が
あ
め
、
民
族
の
明
白
な
典
型
的
な
校
展
の
存
在
す
る
こ
と
を
校
見
し
、
か
く
し
て
彼
は
歴
史
の
時
代
を
之
に
よ
つ
て
臣
別
し
た
。
ま
た
彼
は
か
ヽ
る
殺
展
を
規
定
す
べ
き
荘
含
心
理
的
要
件
を
示
さ
ん
と
し
た
角
に
彼
に
取
つ
て
は
心
理
學
が
歴
史
の
基
礎
と
な
う
、
歴
兄
は
駐
含
心
理
的
科
學
、
換
言
す
れ
ば
應
用
心
理
學
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ム
メ
ン
と
卜
は
政
治
史
に
封
し
て
は
熱
烈
な
反
抗
を
有
し
、
之
が
奈
に
は
常
に
ラ
ン
ケ
門
弟
「
こ
増
喜
〓
呂
侵
と
争
去
た
も
の
で
、
そ
の
著
「
歴
史
の
新
奮
而
振
」
は
全
く
そ
の
目
的
の
角
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
彼
は
「
賃
際
彼
等
は
古
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
て
持
績
す
る
こ
と
は
出
衆
な
い
。
こ
の
ダ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
て
牛
世
紀
前
に
生
じ
た
如
魯
特
殊
状
態
の
再
生
を
期
待
す
る
の
は
大
な
る
誤
認
で
あ
り
、
非
歴
史
的
で
あ
る
と
考
ム
る
」
と
い
ょ
嗅
甚
環
中毒
弾↓
て
居
少
、
ン
チ
ー
ド
ブ
ジ
と
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
軍
↓生
【一３
呂
ｏ中属
ｏ汀
が
「
吾
人
は
ジ
ー
ベ
／
円
酔
ユ
多
く骨
∽
と
単
時
代
の
政
治
的
才
能
を
遺
産
と
し
て
確
立
せ
ん
と
し
て
努
力
し
て
ゐ
る
が
、
吾
人
に
は
政
治
的
剤
戟
が
侠
け
て
居
る
の
で
、
吾
人
に
は
生
活
の
源
を
閉
ざ
す
」
と
い
ム
た
詞
を
全
く
一
突
に
附
し
て
ゐ
る
。
勿
論
彼
に
取
つ
て
は
政
治
生
活
が
人
類
精
那
生
活
の
最
重
要
な
部
分
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。
彼
が
考
へ
た
非
常
に
総
括
的
な
文
化
史
に
取
つ
て
は
、
政
治
兄
の
如
き
は
全
く
そ
の
一
つ
部
分
を
行
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
の
「
ド
イ
ツ
史
」
の
中
に
彼
は
「
人
間
の
校
達
は
政
治
的
賠
本
へ
の
奴
隷
的
徒
局
に
存
し
な
い
。
政
治
的
な
自
己
保
存
は
藝
術
、
科
學
、
宗
教
法
律
及
び
道
徳
の
理
想
的
債
値
の
機
達
に
よ
る
。
そ
れ
は
民
族
的
及
び
世
界
人
的
傾
向
は
こ
れ
ら
の
教
養
に
の
み
結
合
す
る
が
故
で
あ
る
」
と
い
え
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
そ
の
間
の
沿
思
が
知
ら
れ
る
。
彼
‘こ
と
つ
て
政
治
史
は
文
化
史
の
皆
部
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
又
徒
本
一
般
に
行
は
れ
た
如
さ
個
人
働
作
を
歴
史
題
目
と
し
て
個
人
心
理
的
に
取
扱
ム
ラ
ン
ヨ
ナ
ブ
ス
ト
の
歴
史
取
扱
に
反
封
し
、
ヨ
ム
ト
と
同
じ
く
集
合
的
働
作
に
注
目
し
、
す
ム
ト
よ
う
も
夏
に
深
遠
な
る
説
明
を
興
へ
て
居
う
、
泄
含
心
理
的
期
祭
の
必
要
を
瞬
逃
し
て
ゐ
る
。
彼
の
作
「
文
化
史
と
は
何
ぞ
」
に
は
「
泄
含
心
理
的
な
る
も
の
は
只
個
人
心
理
的
な
る
も
の
　
結
果
的
現
象
で
あ
る
、
集
合
現
象
は
決
し
て
個
人
の
あ
る
意
識
さ
れ
た
る
働
作
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
」
こ
と
、
ま
た
「
個
人
的
歴
史
研
究
及
び
集
合
的
歴
史
研
究
方
法
は
共
に
正
営
で
あ
う
、
相
互
に
補
充
す
る
」
こ
と
を
い
ム
て
ゐ
る
が
、
彼
の
概
念
及
び
そ
の
言
現
の
本
質
的
な
も
の
と
し
て
集
合
的
方
面
に
婦
文
化
史
発
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言
一
五
〓
！ｉ
一
■
一■
】
や
一
抑
一押
ネ
文
化
史
妻
展
の
過
程
（
小
林
秀
雄
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一
六
つ
て
行
き
、
法
制
的
に
、
囚
果
的
に
認
識
さ
る
べ
き
も
の
は
只
集
合
現
象
で
あ
る
と
い
Ａ
こ
と
に
な
ら
、
そ
の
著
「
歴
史
の
新
奮
雨
派
の
中
に
は
「
単
一
そ
る
個
性
は
非
型
で
あ
う
、
科
學
的
認
識
の
封
象
と
な
う
得
ず
」
と
い
ひ
、
ま
た
「
前
世
紀
は
紹
て
の
歴
史
事
件
を
孤
立
し
た
行
角
か
ら
導
と
、
ま
た
歴
愛
の
全
贈
の
範
圏
に
個
人
的
に
優
越
な
目
的
行
角
及
び
個
人
心
理
の
優
定
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
。
之
は
今
日
理
論
的
に
は
擁
護
さ
れ
得
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
な
ほ
賓
際
意
識
的
に
、
ま
た
無
意
識
的
に
之
に
支
配
さ
瀬
て
ゐ
る
」
と
い
ひ
、
ま
た
其
著
「
近
代
史
學
」
の
中
に
は
「
か
く
歴
史
の
個
人
心
理
的
観
姿
法
な
る
も
の
は
、
今
日
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
に
、
跡
夫
そ
の
方
法
の
完
成
に
到
達
し
て
、
既
に
早
く
そ
の
限
界
ま
で
に
進
み
、
之
に
代
つ
て
泄
含
心
理
的
槻
祭
法
な
る
も
の
が
生
じ
て
、
之
が
必
要
な
も
の
と
し
て
現
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ム
て
居
少
、
夏
に
彼
の
著
「
個
性
及
び
駐
含
心
理
的
勢
力
」
に
は
「
ノ
ム
ポ
／
卜
は
個
性
の
上
に
非
常
な
印
象
を
置
く
が
、
か
ヽ
る
取
扱
は
自
分
の
概
祭
と
は
根
本
的
に
遇
ム
。
私
に
は
総
て
の
深
還
な
歴
史
的
理
解
は
荘
含
心
理
的
進
行
の
正
則
と
い
去
考
か
ら
出
て
ゐ
る
。
之
に
よ
つ
て
時
期
が
分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
個
性
は
こ
の
殺
展
に
は
入
う
込
ま
な
い
。
ノ
ム
ボ
／
卜
に
よ
る
と
個
性
が
支
配
し
て
ゐ
る
」
と
い
　
。
Ａ
て
居
る
。
か
く
て
彼
の
著
史
學
の
新
奮
雨
派
に
逃
パ
る
が
如
く
、
歴
見
を
一
方
に
は
賃
用
的
、
若
く
は
目
的
論
的
に
読
明
す
る
個
人
主
義
的
歴
史
記
述
、
他
方
に
は
校
展
的
、
若
く
は
集
合
的
歴
史
記
述
に
分
類
し
、
前
者
は
全
然
藝
術
的
に
捕
拠
さ
る
べ
き
も
の
で
、
奮
本
の
歴
史
が
之
に
局
し
、
後
者
は
純
粋
に
科
學
的
に
理
解
さ
る
べ
合
も
の
で
、
文
化
史
は
之
に
局
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
わ
る
。
彼
は
ま
た
ラ
ン
ケ
抗
の
観
念
識
出〔
・母
】掛
≡ｏに
封
し
て
全
然
反
当
の
態
度
を
示
し
、
彼
の
作
「
文
化
史
的
研
究
な
」
の
中
に
「
観
念
識
は
除
外
な
く
働
く
歴
史
的
因
果
法
の
採
用
を
作
く
る
も
の
で
、
之
は
今
日
、の
科
學
的
思
想
の
性
質
か
ら
兄
れ
ば
、
非
常
な
誤
で
あ
う
ｔ
ま
た
こ
の
後
鞘
を
除
か
ん
と
す
れ
ば
、概
し
て
初
念
識
を
す
て
ね
ぼ
な
ら
な
い
」
と
い
ひ
、
ま
た
「潮
合
識
の
後
鞘
は
只
観
祭
に
導
く
だ
け
で
、
概
合
に
至
る
も
の
で
は
な
い
。
概
念
は
比
較
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
制
定
の
沈
澱
に
外
な
ら
な
い
。
…
…
…
科
學
は
決
し
て
親
案
的
処
物
で
は
な
く
≡
却
て
常
に
概
念
に
基
く
そ
れ
で
あ
る
。
触
案
は
藝
術
に
至
う
、
概
念
の
み
が
科
畢
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
観
合
識
は
決
し
て
歴
史
事
賞
の
科
學
的
支
配
の
目
的
を
充
安
せ
し
あ
ず
、
却
つ
て
そ
の
最
明
陳
な
藝
術
的
観
祭
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
去
て
居
う
、
ま
た
そ
の
著
「
近
代
史
撃
」
に
は
「
今
日
何
人
も
最
早
歴
史
的
統
合
―
―
少
く
と
も
会
然
、
或
は
ラ
ン
ケ
の
意
義
に
於
て
す
ら
―
―
の
優
越
を
信
ぜ
ず
、
之
に
反
し
て
之
に
含
ま
る
ヽ
個
人
心
理
的
事
件
列
を
総
合
す
る
槻
念
形
式
の
必
要
を
認
め
て
ゐ
る
」
と
い
ム
て
ゐ
る
然
し
彼
は
、
ま
た
そ
の
論
文
「
史
単
の
新
奮
雨
派
の
相
通
」
の
中
に
「
駿
展
的
方
法
は
徒
本
の
観
祭
法
に
当
し
て
更
に
深
遠
な
観
察
法
で
あ
る
か
ら
、
之
が
徒
本
槻
合
集
合
を
そ
の
要
素
に
於
て
識
明
し
て
ゐ
る
」
と
い
去
て
ゐ
な
。
彼
は
ラ
ン
ケ
の
概
念
を
以
て
超
自
然
で
あ
り
、
荘
含
史
的
要
件
の
残
展
は
内
在
的
で
あ
る
と
い
ム
の
で
あ
う
、
経
験
的
科
學
拡
た
る
彼
は
超
自
然
的
勧
念
を
排
し
て
現
賛
的
要
件
の
上
に
立
つ
て
歴
史
解
澤
を
試
み
た
の
は
営
然
と
い
は
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
文
化
史
攻
慶
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
三
三
七
文
化
史
攻
炭
の
過
程
（
小
林
秀
雄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
二
八
ラ
ム
ブ
ン
と
卜
は
自
己
の
主
張
を
非
常
に
思
賃
に
固
執
し
、
経
生
そ
の
主
張
の
角
に
論
争
を
事
と
し
た
。
こ
の
論
争
は
彼
の
ド
イ
ツ
見
の
績
篇
第
二
容
に
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
ユ
ー
●
べ
／
ン
ハ
イ
ム
は
英
著
「
歴
史
教
育
と
歴
史
學
」
日
・
〕
の
ヽ
Ｂ
】
】ユ
こ
】
Ｏ
ｃ
恐
ゴ
Ｆ
げ
言
再
ｐ
意
】
ュ
島
ふ
Ｆ
再
停
Ω
８
阜
ユ
ユ
」チ
宅
済
る
じ
Ｄ
ｏ
】軍
旨
（
堵
ｏ
算
ｏ
口
と
】Ｅ
ｏ
序
レ
ｐ
岸
∞
ｏ
ｏ
）
に
ラ
ム
ブ
レ
と
卜
の
諸
家
に
封
す
る
論
争
を
批
評
し
て
「
こ
の
争
は
一
世
紀
以
本
生
じ
た
歴
史
観
の
大
な
る
論
争
の
不
明
陳
な
副
産
物
で
あ
る
」
と
い
ム
て
ゐ
る
が
、
こ
の
場
合
決
し
て
か
く
軽
卒
に
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
ム
。
彼
の
歴
史
的
材
料
の
取
扱
に
開
し
て
は
彼
に
批
難
す
べ
き
新
は
な
い
で
は
な
い
が
３
理
論
の
上
か
ら
見
る
と
復
雑
な
る
も
の
を
組
織
に
導
く
争
は
決
し
て
副
産
物
と
い
去
べ
ど
も
の
で
は
な
く
し
て
知
識
の
方
法
の
獲
展
の
歴
史
上
非
常
に
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ず
、
彼
の
論
争
は
革
に
世
人
の
耳
目
を
奪
導
さ
せ
た
と
い
去
意
義
に
止
ら
ず
彼
學
者
‘
と
し
て
昔
然
取
る
べ
き
道
で
あ
つ
た
と
思
ム
。
彼
は
彼
の
主
張
の
分
に
営
代
の
多
く
史
家
と
争
ム
た
。　
ェ
フ
ニ
ノ
フ
ア
１
／
、
ダ
ー
・
フ
オ
ン
・
べ
，
―
、
　
オ
ー
・
と
ン
ジ
エ
、　
ハ
ー
・
オ
ン
ケ
ン
、
エ
ム
・
レ
ン
ツ
、　
工
／
・
ア
イ
ネ
ッ
ケ
ぃ　
ハ
ー
・
ア
イ
ン
ケ
ハ
ー
デ
／
ダ
ノ
ニ
ツ
ク
、　
ハ
ー
・
ノ
ッ
ア
ー
ト
等
は
そ
の
主
な
る
融
手
で
あ
つ
た
。
彼
は
「
未
水
」
誌
身
】ゴ
浮
Ｆ
を
機
開
誌
と
し
、
ま
常
に
「
経
済
及
び
統
計
年
鑑
」
野
干
≧
）宮
争
亀
掛
宅
Ｚ
ｐ
旨
喜
一ｏ
幹
命
呂
津
村
宮
岳
つ
け
登
登
Ｆ
に
そ
の
論
文
を
掲
載
し
た
。
然
し
ラ
ム
ガ
ン
ヒ
ト
の
學
諭
は
相
営
営
時
夏
學
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
う
、
ま
た
後
世
に
も
波
動
を
残
し
て
わ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
カ
ー
・
プ
ラ
イ
ン
ジ
と
【
・
田
【●】り置
ア
ー
・
シ
イ
／
卜
、
＞
＜
ま
す
エ
ー
・
コ
ー
ト
ア
ッ
ケ
／
押
刃
ｏ
付Ｆ
許
母
の
如
き
、
英
遺
鉢
を
受
け
て
居
う
。
オ
ー
・
ス
ベ
ン
グ
ラ
ー
命
）・
∽
猛
浸
軍
の
如
さ
も
彼
の
傾
向
を
縫
い
で
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
ラ
ム
メ
ン
ビ
ト
の
見
観
の
概
要
を
述
べ
た
。
之
よ
う
夏
に
進
ん
で
詳
細
に
彼
の
主
観
を
研
究
し
て
見
る
考
で
あ
る
。
文
化
究
攻
展
の
過
柱
（
小
林
秀
雄
）
三
二
九
